常識でできる改善
· 「仕事の改善は９割まで常識によってできる」

· 改善は、

１．現状には必ず改善の余地がある。「これでよいのかな」という目で仕事を見る。

　　　　２．「ラクニ、ヨク、ハヤク、ヤスク」仕事ができるようにする。

　　　　３．完全なものを求めるのではなく、今より少しでも良くなれば良い。

　　　　４．「チリも積もれば山となる」。小さな改善をバカにせずに小さな改善を積み重ねる。これで他社にマネされない力ができる。

　　　　５．「自分の仕事は自分が一番の専門家」であることを意識する。

　　　　６．「改善の定石」を身につけることを心がける。






＝＝改善の着眼点＝＝
不必要なコストが多く含まれた製品・機能に比してコスト高のものを選ばないと、改善活動にかける努力に対し、効率が悪くなる。

改善の着眼点を見つけるためには、｢改善の一般目標｣や「職場の五大任務」、　　「３ム」、「４Ｍ」に目を向けることである。

　　　　つまり、

・楽に、正しく、早く、安く

・品質、コスト、納期、モラール、安全

　　　　　・ムダ、ムラ、ムリはないか

・作業者、機械設備、原材料、作業方法

　　　　　　　　　　　　　　　　

で事実をしっかりつかむことが大切である。

＝＝現状の問題点に目を向けよう＝＝
　　　仕様面から見て、

・部品点数や種類が多い

・機構や構造が複雑である

・大きすぎる、重すぎる

・材料歩溜りの悪い製品形状
・機能の割に立派すぎる、材料が良すぎる

　　　生産面から見て、

　　　　・加工工程が多い

　　　　・工程内不良多発部品
　　　・人数が多い
　　品質面から見て、

　　　・品質が過剰

　　　・図面にないスペック

　　　・クレームが多い

　　

　　物流面から見て、

　　　・工程間仕掛りが多い、ルートも複雑

　　　・荷姿が悪い

などである。










改善の目標





ラクニ


（疲労の軽減、熟練の移転）





ヨク


　(品質の維持向上)





ハヤク


　(時間の短縮)





ヤスク


　(原価の低減）





安全に


(災害、障害事故、職業病の防止)








PAGE  
- 2 -

